
河床形状調査 《別添－2》



河床形状調査 概要
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観測方法

（1）調査実施箇所

・第十堰下流右岸では、局所的な深掘れやそれに伴う根固めブロックの移動が懸念されており、過年度より継続して河床形状調査を実施しています。令和６年度も堰
下流右岸で河床形状測量を行い、過年度の調査結果と比較しました。

観測状況
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河床変状調査箇所



（2）過年度の調査結果との比較

平成26年度から令和６年度調査までの河床の変化状況について、横断図による重ね合せ比較を行いました。

河床形状調査（１４k/０００、１４k/１００）
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河川護岸付近
・R5と河床の形状を比較して顕著な変化なし

河川護岸付近
・R5と河床の形状を比較して顕著な変化なし



（2）過年度の調査結果との比較

平成26年度から令和６年度調査までの河床の変化状況について、横断図による重ね合せ比較を行いました。

河床形状調査（１４k/２５０、１４k/４００）
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河川護岸付近
・R5と河床の形状を比較して顕著な変化なし

河川護岸付近
・R5と河床の形状を比較して顕著な変化なし



河床形状調査（１４k/５００、１４k/６００）
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（2）過年度の調査結果との比較

平成26年度から令和６年度調査までの河床の変化状況について、横断図による重ね合せ比較を行いました。

河川護岸付近
・R5と河床の形状を比較して顕著な変化なし

河川護岸付近
・R5と河床の形状を比較して顕著な変化なし



横断方向の距離(m)

R6.12 撮影

⑤【参考】過去に発生した局所的な深掘れ状況
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昭和51年9月台風17号前後による深掘れ状況と現在の状況
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昭和51年3月 測量（台風前）
昭和52年3月 測量（台風後）
昭和53年3月 測量（災害復旧後）
令和6年11月 測量（現在）
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